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＜連絡事項＞

· 経過連絡票は毎月1回、必ず期日までに提出すること。

· ＳＳＴ勉強会は本日17：30からの予定。都合のつく方はなるべく参加すること。

· 中村　与一郎様～体育館でのプログラム中、指先より出血される事あり。本人様より、ドッヂビーのプレイ中指先が床に擦れたのではないかとのこと。

· 清水　泰雅様～朝なかなか起きられずデイケアに遅刻してくることが多いため、デイケアスタッフ、青山荘スタッフと共に面談予定。

· ６月１日よりパソコンのＵＳＢ・フロッピー・ＣＤ-Ｒ、インターネットが使用できません。使用できるパソコンは各施設に１台と各課長のパソコンのみ。

＜就労前準備段階プログラム進行状況報告＞

本日プログラム第3回目を実施。

【内容】

· 身だしなみ、マナーの確認

· 個人ノート（目標設定）の記入の仕方、活用方法について

· 障害者雇用について、現状を説明（青明舎　清水氏より）

· 「働きたいと思う理由」について発表

【参加メンバーの様子】
・　関　秀治様～働きたい理由について、将来的に働いて収入を得たいからという様なことを話す。

前日に服装等を自分なりに考えているようで少し疲労感が伺える。

· 大久保　康弘様～働きたい理由について、「収入を得たいから」と話す。周囲の雰囲気を見てペースを乱すというようなことはない。

· 田名部　一樹様～働きたい理由について、「障害を持って働いている人が周りにいるから自分も働いてみようかと思った」と話す。挨拶の仕方について指導するとふてくされたような態度を見せ改めようとはしない。

· 中村　鶴子様～「障害を隠して仕事をしている人はどの位いるんですか？」という質問をしている。以前、働いていた時が楽しかったからまた働きたいと話す。

· 次回、第４回目のプログラム終了後、再度個人面談予定とする。

　　

＜外来より＞

· 横町　浩様～時々、吐気がするが休むと治まってくるとの事。

· 関　秀治様～疲れがたまっているのか眠気が残る。また、最近は、デイに来所する前に散歩をしているとの事。

· 田名部　一樹様～朝なかなか起きられないと話す。減薬についてはしばらく様子をみることを希望している。

· 田澤　勝敏様～排便が毎日4回ある、下痢ではないと話す。

· 川口　律子様～お金がかかるからタバコを止めたいと話す。

· 佐藤　朗子様～デイケアに来所されない日は家でゴロゴロしていると話す。

· 大釜　久直様～自分には今の薬が合わない様な気がすると話す。理由を問うと、喉のあたりを擦る仕草を見せはっきりした返答はない。

· 関口　禅様～日赤病院より肩痛の薬を処方して頂いているとの事。

· 種本　サハ様～グループホームで同居している方より「通帳から４５万円なくなった」と自分のせいにされたと話す。

＜定期通所困難者対応検討＞

· 上川原　豊様

今月末でパセリー菜の職親の期限が切れるため、主治医よりデイケア利用を勧められている。今週デイケア、デイナイトケアを見学した結果、本人様はナイトケア継続を希望されている。主治医より、仕事に就かないのであればデイケアを利用するか、また、ナイトケアを継続したいのであれば訪問看護を週1回程度利用していくよう再度お話がある。




















































